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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・9/15　青仁会祭り　熱中症に注意し、こまめに水分摂取していく。事故、怪我のないようにする。
・院内研修あり。9/20・21

・法人研修あり　9/25

・11/9　実地指導あり。カルテの確認をしていく。

・9/28　SSTの初めてワーク実施。青陽館にて17：30～19：00　初級者対象。

・八戸市の生活保護者実態調査　9/28　田名部DR
　　　　　　　　　　　　　　　　　　猪股DR
　　　　　　　　　　　　　　　　　　安ヶ平DR
・来週　中級試験あり。

・通所の入所・退所のメールを院長・AOM・関連施設・関連部署・PSWへ忘れずに作成していく。

＜寺沢　彩様＞

14日、夕から減薬。抜いた薬は通所から病院へ返却としている。薬の飲み方について、医師の指示通り服用する事と、不明な点は職員へ声を掛けるよう促している。

＜五日市　規様＞

　本日、退院後初外来。通所利用し今後アウトリーチ導入予定。日常生活について、「なんとかやっている」と話される。幻聴等の訴えは聞かれない。

＜外来患者様情報＞

沢田　三朗様～怠薬はない様子。定期的に外来通院できている。以前より日焼けしており、「草取りとかしてました」と話される。

田名部　一樹様～先日の採血結果について、中性脂肪での異常値あり本人気にしている様子。主治医より、大きく異常値が出ているわけではないため、少しずつ正常値に戻していく事をアドバイスしている。
五日市　規様～退院後初外来。青山荘スタッフ付添にて受診。表情のこわばりあるが、対応は穏やかにできている。採血は11月予定し、以後3ヶ月おきとなる。

＜本日の新患情報＞
森川　キヨ様～H20年頃より､夜間に動悸等の身体不調を訴えて情動が不安定となり､度々内科を受診することがあった。諸検査を実施するも異常所見はなく､精神安定剤等を処方され､情動の安定化が図れていた。H22年､夫が心筋梗塞を発症し､寝たきりの状態となっていた。同時期より上記症状が悪化して､身体不調に対する訴えが頻回となり､｢口の中に物がいっぱい詰っている｣｢口に違和感がある｣等と訴えるようになっていた為､八戸赤十字口腔科を受診。同科にて諸検査を実施するも異常はなく､同院精神科へ転科して､精神安定剤･睡眠薬等の処方を継続し､徐々に情動の安定化が図れていた(同院では｢妄想性障害｣と診断されたと思うとのこと/娘談)。H23年頃､身体不調が改善されないことや､外来時に待機する時間が長いこと等から､ﾏﾅｸﾘﾆｯｸへ転院。転院後､同院では検査が行われず､本人の訴えのみで診察が終了すること､家族が診察に同席できないこと､症状に改善が認められないこと等に対して､家族は不満･不安を抱いていた。H24年1月より､上記症状に加えて､｢胸が苦しい｣等と頻回に訴えて救急車の要請を度々行うようになっていた。内科等で検査を行うも､異常所見は認められなかった。また､｢口がおかしい｣｢口の薬(ﾏﾅｸﾘﾆｯｸで処方されている薬)が欲しい｣等と1時間おきに訴えるようになっていた。身体に対する不安が強いことから､当院への転院を希望して､当院へ受診相談がある。
　　　　　　　　＜検査＞

　　　　　　　　　　頭部CT施行

　　　　　　　　　　  MMSE：22点

　　　　　　　　   　HDS-R：17点

　　　　　　　　

　　　　　　　　次回2週間後受診して頂き、服薬状況、身体状況等確認していく。

